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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

アレルギー喘息は，持続的アレルゲン曝露により引き起こされ，慢性的な気道炎症と気道過

敏性を特徴とする疾患である。レバミピドは胃潰瘍・胃炎等の治療薬であり，マウス喘息モ

デル (卵白アルブミン/トリプシン) において喘息様症状を改善することが報告されているが

そのメカニズムについては不明なままである。本研究では，レバミピドが NC/Nga マウスに

おいて，ダニ誘発喘息様反応を改善するかどうか，および分子メカニズムを解明することを

目的とした。マウス喘息モデルは，ダニ抽出物 (50 g/25 l) を 6 日間 (0-4，11 日目) 点鼻

投与することにより作製した。レバミピド (500 g/25 l) は，麻酔下で連続 14 日間 (0-13

日目) 気道内投与した。レバミピド投与が好酸球浸潤，酸化ストレスや IL-33 産生の抑制を

介してダニ誘発喘息症状を改善することを解明した。 
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